
ふくしま平安ものがたり
ふくしま復興展

　

　　

平安時代の主なできごと

教科書でならう主なできごと
※赤字は小学校

福島県周辺の主なできごと

　７２４年　陸奥国府多賀城が造られる

　７２８年　白河軍団が組織される

　７７４年　蝦夷との戦いが始まる（38 年

　　　　　　戦争）

　８１１年　蝦夷との戦いがおわる。県内

　　　　　　の軍団（安積・行方・白河）　

　　　　　　が解体される

８１５年頃　白河軍団、安積軍団、行方軍団、

　　　　　　磐城軍団が再組織される

　８６９年　貞観地震発生　多賀城等に被

　　　　　　害

９０５年頃　安達郡（二本松市など）が設

　　　　　　置される

１１８９年　源頼朝軍が阿津賀志山（国見

　　　　　　町）で平泉軍、石那坂（福島市）

　　　　　　で信夫佐藤軍を破る

奈
良
時
代

平
安
時
代

　７９４年　平安京（京都府）に都を遷する

　７９７年　坂上田村麻呂が征夷大将軍とな

　　　　　　る

　８６６年　応天門の変（藤原氏の台頭）

　８８７年　藤原基経が関白となる

　８９４年　遣唐使が停止される

　９３５年　平将門の乱（承平・天慶の乱）

１０１６年　藤原道長が摂政となる

１０８６年　白河上皇の院政が始まる

１１５６年　保元の乱・平治の乱（1160）

１１６７年　平清盛が太政大臣となる

１１８５年　平氏がほろびる、源頼朝が守護・

　　　　　　地頭の設置を認められる。

１１９２年　源頼朝が征夷大将軍となる（鎌

　　　　　　倉時代のはじまり）

　まほろんへようこそ。僕は、鳳
ほうおう

凰っていう伝説上の鳥なんだ。

ホウくんって呼んでね。今回の企画展でナビゲーターをつとめる

のでよろしくね。

　それでは、みんなに聞くけど、平安時代ってどんな時代かわか

るかな？こころみに小学６年生の教科書を見てみると、都が平安

京に移ってから鎌倉時代になる前の約 400 年間で、藤原道長を

代表とする貴族や紫
むらさきしきぶ

式部などの十
じゅうにひとえ

二単を着た女官が和歌や蹴
け ま り

鞠な

どに興
きょう

じ、日本風の文化が生まれた時代と説明されているね。み

んなの平安時代イメージはどうかな？

　まほろんには、福島県内の遺跡から発掘された平安時代の出土

品がたくさんあるけど、それらから推定される平安時代の福島県

の様子は、京の都のイメージとは大きく違うことがわかってきた

んだ。今回の展示では、それらの出土品から創
そうさく

作した３つのもの

がたりを通して、郷土ふくしまの平安時代を紹介していくよ。

　それでは「ふくしま平安ものがたり」を一緒に紐
ひ も と

解いていこう。

プロローグ

会　期　　平成２８年７月２３日（土）～９月２５日（日）

会　場　　福島県文化財センター白河館

主　催　　公益財団法人福島県文化振興財団
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魚を採ったタモ

（福島市御山千軒遺跡）

多賀城政庁

行方軍団

磐城軍団
白河軍団

国府多賀城

安積軍団

（東北歴史博物館提供）

田畑を耕した鍬・鋤の復元品

新地町向田 A 遺跡出土の鋳

型から復元された鉄製梵鐘

新地町向田 A 遺跡出土の鋳型から

復元された鉄製獣脚付容器

まじないに使用された

と考えられる土鈴

（南相馬市割田 C 遺跡）

小型製鉄炉の炉壁
（南相馬市天化沢 A 遺跡）

獣脚部分鋳型

（新地町向田

A 遺跡）

糸を紡
つむ

いだ

紡
ぼうすいしゃ

錘車

（南相馬市

割田 H 遺跡）

魚を魚を魚を魚を

（福島
菊多郡

磐城郡

行方郡

宇多郡

耶麻郡

伊具郡

陸奥国

建物跡群

　　

田畑を田畑 耕した耕した鍬・鋤鋤鍬 の復元復元の復元品品品
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　神
みわひとのたびと

人旅人（仮名）は、陸
むつのくにしらかわのこほりまつだのさと

奥国白河郡松田郷

の農
のうみん

民で、父母、妻子とともに田畑を耕
たがや

し、

山に入り獣
けもの

をとって暮らしておりました。

　当時の農民は、稲や布を税として郡の役

所に収めていました。また、年間に決めら

れた日数の強制労働や兵
へいえき

役がありました。

　貞
じょうがん

観 11 年の初夏、旅人は徴
ちょうへい

兵により郡の

役所に集められ、軍団兵士として陸
む つ

奥の国

府多
たがじょう

賀城に赴
おもむ

きました。弓の達
たっしゃ

者な旅人は、

弓隊の隊長として国府の端にある港
こうわんしせつ

湾施設

と船の警備を任されました。

　一方、残された家族は、旅人が兵役で不

在であっても稲で納める税は納めなければ

ならず、自分たちの口
くぶんでん

分田の他に旅人の分

も耕やし、家計の足しに川で魚を採りまし

た。

　旅人が兵役について一月ほどたった頃で

しょうか、その晩も旅人の妻は、子供達の

寝顔を見ながら麻
あさいと

糸をつむいでおりました。

すると突然、激しい揺
ゆ

れに襲
おそ

われました。

竪
たてあなじゅうきょ

穴住居は傾き、棚から土器が落ちました。

貞観地震の発生です。

　幸運なことに旅人の家族は、無事でした

が、郷の者には怪我人もでました。数日し

て壊れた住居等を直していると、郡の役所

から早
はやうま

馬が来て、多賀城下を襲った津波に

旅人がのまれたことを告げられました。

　残された家族は、旅人の死が信じられま

せんでしたが、旅人とともに出兵した者が

帰り、津波のおそろしさを聞かされると、

旅人の死の報
しらせ

を受け入れざるを得ませんで

した。

　伴
とものべのかねたり

部金足（仮名）は、陸
むつのくになめかたのこほりまぶきのさと

奥国行方郡真吹郷の

鍛
か じ や

冶屋でした。真吹郷は、飛
あ す か

鳥時代から浜の砂

鉄を使った鉄づくりが盛んな地域だったので、

その鉄を使って金足は様々な道具をつくりまし

た。また、鍛
か じ

冶仕事の無い時期には、製鉄技術

者の指導の下、炭焼きや砂鉄選
せんべつ

別、粘土採
さいくつ

掘、

羽
は ぐ ち

口づくりなど鉄づくりにかかわる仕事にも従

事していました。貞観 11 年の夏、大き

な揺れの後に襲ってきた大津波は、金

足の住む真吹郷を飲み込みました。金

足の家族は無事でしたが、郷中の田畑

が水に浸
つ

かり、多くの郷人が行方不明

になりました。役所からの生活支援は

あったものの、生活の基盤を失った者

達は一人、また一人と真吹郷を出ていっ

てしまいました。

　悪いことは重なるもので、国府は津

波以前から森
しんりんしげん

林資源の枯
こ か つ

渇しかけてい

た真吹郷での製鉄事業を放
ほ う き

棄すること

を決定し、製鉄技術者達も他の郡へ去っ

ていってしまいました。このままでは

生活が立ち行かないと、金足は、郷に残っ

た同世代の若者達と見よう見まねで鉄づ

くりに挑戦することにしました。

　はたして金足は、鉄をつくることがで

きたのでしょうか !?

平安時代の鉄づくり最盛期（９世紀）のようす

（南相馬市割田 C 遺跡１号製鉄炉跡の推定復元図）

　大
おおきさいのますつぐ

私益継（仮名）は陸
むつのくにあいづのこほりくらはのさと

奥国会津郡倉精郷の馬
うまかい

飼

いです。若い頃は官
かんぶつ

物を運ぶ綱
こうちょう

丁の下で郡
ぐ う け

家と

国
こ く ふ

府、時には京の間を行き来しておりました。あ

る時、綱
こうちょう

丁である郡司の屋敷で賭
のりゆみ

弓が催
もよお

され、益

継も参加することになりました。益継はみごとに

優勝し、褒
ほうび

美に絹
きぬおりもの

織物をもらいました。

　益継は、その絹織物を大型の農工具と交換しま

した。また、耕す者がいなくなった近くの荒田を

借り、人を雇
やと

って耕
こうさく

作しました。その結果、秋に

は多量の稲が穂
ほ

をつけ、自宅の一画に倉
くら

を設
もう

ける

までになりました。益継は、蓄
たくわ

えた稲を飢
き き ん

饉の地

域に運んで売ったり、税の払えない農民に貸し付

けたりして次第に財産を増やしていきました。

　それから数年がたった貞観 11 年の夏、大きな地

震があり海
かいどう

道方面に大きな被害が出ま

した。陸奥の国司は、国内の富豪に対

して私財の献
けんのう

納を求め、益継の元にも

１万束
たば

の稲の供
きょうしゅつ

出が依
い ら い

頼されました。

　大きな出費でしたが、益継は被災地

への物資の運送も請け負い、国司の信

頼を得ました。次の年、私財献納の功
こう

により益継は官位を得、会津郡でも有

数の富豪となりました。益継は一町四

方の大きな屋敷を建てたことから、屋

敷長者と呼ばれたということです。

加賀郡牓示札複製品写真（石川県埋蔵文化財センター提供）

旅装の軍団兵士

廃滓場廃滓場

砂鉄置場砂鉄置場

富豪の屋敷跡（会津若松市屋敷遺跡：旧湯川沿い西岸に営まれた屋

敷跡で、約 100m 四方の溝に囲まれていた）

建物扉のイメージ図

井戸枠に転用されていた建物の扉部材

（会津若松市鶴沼 C 遺跡）

インテリ層のステータスであった円面硯

（会津若松市西坂才遺跡）

大型農耕具コロバシ

（会津若松市西木流 C 遺跡）

製鉄炉製鉄炉
（長方形箱型炉）（長方形箱型炉）

木炭置場木炭置場

出典 /国立国会図書館
デジタルコレクション

流出した鉄滓流出した鉄滓

踏みふいご踏みふいご

貞観 11年：西暦８６９年 口分田：国が農民に対し税を取るために分配した田

　　　　　　　　　　　　　石川県の加茂遺跡から出

　　　　　　　　　　　　土した平安時代のおふれ書

　　　　　　　　　　　　きだよ。

　　　　　　　　　　　　　農民に対して「日の出前

　　　　　　　　　　　　に農作業に出かけ、日の入

り後に帰ること。」、「酒やごちそうを飲み食いしては

ならない。」、「村内に隠れている逃亡者を捕まえよ。」

等、８条にわたる命令が書かれているよ。

羽口：鉄をつくる炉にとりつけられた風を送るための土管
官物：税としてあつめた様々な品　　網丁：官物輸送する現場責任者。多くは豪族が担った。　　郡家：郡の役所　　賭弓：物品を賭けてきそう弓遊び　海道：福島県では浜通り地方　　町：長さの単位。１町はおよそ１０９ｍ

　平安時代も中盤以降、地方の

富豪之輩たちも力をつけてきて

ね。国の命令を聞かなくなる者

も出てきたんだ。そういう者達

は、中央から流れてくる貴族の

末裔と結びついて、新しい時代

の武士団になっていったと考え

られているんだよ。

　平安時代になると、重い税を

逃れるため、田畑を捨てて有力

な寺院や貴族の私有地へ逃げて

しまう人が増え、人ごとに課税

していた従来の税のあり方が機

能しなくなってきたんだよ。

　だから国は、益継のような裕

福な富豪之輩と呼ばれる人々

に、公の田を管理させてそこか

ら取れる税を肩代わりさせたん

だよ。

標葉郡

白河郡

磐瀬郡

安積郡

安達郡

信夫郡

会津郡

亘郡

出羽国

　平安時代の福島県浜通り地方は、鉄をつ

くっていた規模が日本で最大の地域なん

だ。なぜ、福島県で鉄づくりがおこなわれ

たのかというと、この時期、政府の支配下

になって間もない東北地方北部の開発が始

まり、多くの農工具や武器が必要になった

んだ。鉄を作る技術は重要だったので、特

別な技術者を派遣して国家の統制のもと行

われたんだよ。だから、鉄が必要な地域に

近くて、政情が安定しており、砂鉄がとれ

る福島県の浜通り地方が鉄づくりの地に選

ばれたんだ。

井戸跡から出土した須恵器

「大
おおきさい

私」と墨書されている

（会津若松市屋敷遺跡）

溝跡

河川跡
建物跡群

「信貴山縁起」にみられる

糸を紡ぐ女性
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平成 28年度　ふくしま復興展

ふくしま平安ものがたり

エピローグ

●●

国重文　熊
くまのじんじゃながとこ

野神社長床（喜多方市）

県史跡　西
にしはらはいじあと

原廃寺跡（福島市）
写真提供：福島市教育委員会

国宝　勝
しょうじょうじやくしにょらいざぞう

常寺薬師如来座像（湯川村）
写真提供：湯川村教育委員会

国重文　大
だいぞうじせんじゅかんぜおんぼさつりゅうぞう

蔵寺千手観世音菩薩立像
（福島市）写真提供：福島市教育委員会

県重文　流
ながれはいじあとしゅつどきんぎんぞうがんてっけん

廃寺跡出土金銀象嵌鉄剣（棚

倉町）写真提供：棚倉町教育委員会

端
ずいかそうちょうはちりょうきょう

花双鳥八稜鏡（玉川村栗木内遺跡）

栗木内遺跡●

●●

●●

●●

●●

●●

●●まほろんまほろん

●●
●●●●

発行日／平成２８年７月２３日

編集・発行／公益財団法人福島県文化振興財団

　　　　　　福島県文化財センター白河館

〒 961-0835　福島県白河市白坂一里段８６

Tel：0248-21-0700

　本展の開催にあたり、次の機関・個人の皆様からご協力とご指導をいただきました。厚く

御礼もうしあげます。（順不同）

福島県教育委員会・福島市教育委員会・南相馬市教育委員会・二本松市教育委員会・棚倉町

教育委員会・湯川村教育委員会・恵日寺・願成寺・大蔵寺・勝常寺・磐梯山慧日寺資料館・

東北歴史資料館・石川県埋蔵文化財センター・

県史跡　木
こはたやまきょうづかぐん

幡山経塚群（二本松市）
写真提供：二本松市教育委員会

県重文　絹
けんぽんちゃくしょくえにちじえず

本著色恵日寺絵図（磐梯町）
写真提供：磐梯町慧日寺資料館

　　　　　　出土品でつづる３つのものがたりはどうだった？平安時

　　　　　代のイメージは変わったかな？最後に福島県に残る平安時

　　　代の信
しんこう

仰について紹介して、ものがたりを締
し

めくくるよ。上の

図は福島県内に残る平安時代の信仰に関連する代表的な施設や遺物だ

よ。見てわかるように仏教に関連するものが多いよね。ふくしまに暮

らした人々は、平安時代以降も仏像やお堂を大事にしてきたので、千

年近くたった今でも、それらが残っているんだよ。

　今回の展示を見て、福島県の歴史に興味を持ったみんなは、上に載っ

ているお寺や神社を巡ってみるといいよ。歴史の重みと本物が持つ感

動を体感できるかもしれないよ。

　それではこれで、僕は栗木内の鏡に帰ります。またどこかで会おうね。

国宝　白
しらみずあみだどう

水阿弥陀堂（いわき市）
写真提供：願成寺

国史跡　大
だいひさんかんのんどうせきぶつ

悲山観音堂石仏
　　　　（南相馬市）
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